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1. ｢超低周波領域における"ゆらぎ〝観測をめざした
複素帯磁率自動測定装置の試作｣
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数の飽和した時の粒子数に対する比率 )の関数でもある｡ この付着確率Sの被覆度 β依存性を
説明するモデルとして,先駆状態を仮定する Kisliukモデルがある｡解離吸着の場合は,直接,
短距離秩序の効果がきくが,非解離の場合でも短距離秩序の効果があると思われるものがあり,
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